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求めて可能性を しいの子がほ好きな人 ぎ家の後継 妊娠した め
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既婚 未婚 その他 合計N・A
1健康な子 79 14 0 31・4・（39・4）














8正直な子 7 9 ユ ・巨7（48）「
9頭のよい子 211　・10　3（O・8）1
ユ0信念を通す子 3 0 0 1｝4（1・1）
11携孝えて働1 3 1 0 3レ（2・・）　1
　のびのびしてい12
　る子
61 5 0 0　　　21　　（5．9）
13鍍憩繕ピ 1 7 0 ・い（2の
14その他 1 1 0 ・【2（・・6）
N　・A 1 1 0 ol　2（0・6）









































































































































































































































































































































































































































































合 計 ま8　鵡　蝿　蝿　1ま1 ，．1　ま1　、説
と」「勉強に関すること」が
比較的低位にあるのは，親が
言わないように努めている事
項に入るといえよう。
　全般的に，日常生活に関す
る細々とした面というより，
行儀や礼儀のような大まかな
ことに関して言っているよう
である。同じ礼儀に入ると思
われる「言葉使いに関するこ
と」が，常勤・自営の女性に
高位であるのみということか
ら類推するならば，職場など
で自分がいわれたこと感じた
ことをそのままいっているに
過ぎず，必らずしも時と場を
心得た適切な言葉がけが行な
われていないのではなかろう
か。このことは，日常言って
いること（言われていること）
が，しっかりと守られている
割合が6・8％，「少し」　「い
いえ」が38・5％「だいたい」
が50・4％であることからもう
かがえる。
　行儀や礼儀は，本来よりよ
い人間関係を作りあげるため
であり，またより人間らしく
生きるために必要とされるこ
とである。形式主義的な関わ
り方では身につかないばかり
か，不自然なあいまいな仕方
だげが身についてしまいかね
ない。行儀や礼儀は，子どもの生活のあらゆるかかわりのなかで，できるだけ自然に無理なく愛
情をもってなされてこそ，苦痛なく守れるものである。
　物が豊かで盗れる社会になり，子ども自身が持つ物も多くなったことを反映して，「整理・整
頓に関すること」への子どもへの期待が増している。身辺の整理・整頓は，きちんと整えられて
いる喜びを感じなければ，それの必要性や切実感をあまり感じないものである。共働き家庭の多
くは，どうしても整理・整頓が後回しになりがちで，子どもにこれを習慣づけることが困難であ
るし，日本の狭い住es’ee，r（irは限界がある。かといって，物を増やさない努力となるとこれまた容
易ではない。したがって，人間の生活そのものの見直しをしなければ，簡単に結論を出せない問
題である。つまり，人間らしく生きることに対する価値を何処に置くかを考えることである。
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表17　日常言っていることの守られれて
　　いるかどうかの有無　　　（）％
1　は　い 24（6．8）
2　だいたい 178　　（　50．4）
3　すこし ユ07　　（　30．3）
4　いいえ 29（8．2）
N・A 14（4．0）
不　明 1（0．3）
合 計 353　　（100．0）
表18 子育てに対する考え方と，子（親）の
行動に関する情報程度
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　ところで，「家事などの手伝い」をしてもらうた
めには，まず手伝いをしたいと思う気持を喚起させ
る愛，そして実際に手伝いが出来るようになるま
で，そのやり方を教えなければならない。こうした
手順を踏まないと，行儀や礼儀と同様に苦痛な仕事
に他ならなくなる。苦痛にさせることによって，
「しない」・「させない」，「やらない」・「やらせな
い」ことに価値をみいだす方向に進まないだろう
か。家庭の中で，これまで必要とされたことが「し
なくても」「やらなくても」よいというように変化
している。子どもの成長にとって，何が大事である
　　　　　　　　　　　かの大人の判断によって，
　　　　　　　　　　　子どもが良きにつけ悪きに
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合 計 認　畿　　ま1　まタ　、壽　，．1　，．1　1調
　子どもあるいは親のこと
についてどの程度知ってい
るかについては，「だいた
い知っている」66．6％，
「なんともいえない」12．7
％，　「非常によく知ってい
る」6・5％，「あまり知らな
し・」　5・9％，　「関’〔〉カミなし・」
5．7％となっている。一緒
に生活していれば，「だい
たい知っている」という認
識にたつようである。しか
し，親や子どものことについて知っていることが，親子の相互理解にまで深まらないのはどうし
てであろうか。ここに知ってはいても，その対応の仕方が分からなく，なんとなく・あるいはま
た，無理をしても一般的な対応の仕方を選んでしまっている親の姿が浮んでくるものである。
　子どもの成長は，日々の生活実感から学びとるものであり，ゆとりある家庭生活・職業生活に
よって手応えのある対応が先ずは必要である。
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7．　まわりの子どもや親をみての感じ方
　全体としての感じ方は，肯定するものとして「テレビの影響が大きい」66．9％，「わがまま」
57・7％，「服装への関心が強い」52・8％，「物を大切にしない」48・3％，「人に頼りすぎる」47・9％，
否定するものとして「礼儀iを知らない」35．4％，「個性がない」31・7％，「自主性がない」30．6％，
「無駄なお金の使いかたをする」30．6％，「意欲的でない」29・3％である。
　幼児に関するもので，肯定するものとして「テレビの影響が大きい」71・7％，「わがまま」64・9
％，「物を大切にしない」52・4％，「人に頼りすぎる」46・2％，「責任感がない」44・2％，否定する
ものとして「無駄なお金の使いかたをする」41・1％，「服装への関心が強い」39・7％，「個性がな
い」38・8％，「意欲的でない」37・1％，「何を考えているかわからない」36・3％である。
　小学生に関するもので，肯定するものとして「テレビの影響が大きい」78・2％，「わがまま」
70・0％，「物を大切にしない」58・4％，「人に頼りすぎる」54・1％，「けじめがないj53・5％，否定
するものとして「何を考えているかわからない」34・3％，「意欲的でない」34・O％，「個性がない」
31・4％，「礼儀を知らない」30・6％，「自主性がない」「服装への関心が強い」29・5％である。
　中学生に関するもので，肯定するものとして「テレビの影響が大きい」71・19。，「わがまま」
「服装への関心が強い」65・7％，「何を考えているかわからない」54・4％，「物を大切にしない」
54・196，否定するものとして「個性がない」29・2％，「礼儀を知らない」26・6％，「視野が狭い」
25・8％，「自主性がない」24・9％である。
　高校生に関するもので，肯定するものとして「服装への関心が強い」71・7％，「テレビの影響
が大きい」70・5％，「わがまま」60・3％，「何を考えているかわからない」56・4％，「人に頼りすぎ
る「55・5％，否定するものとして「礼儀を知らない」30・3％，「個性がない」25・2％，「自主性が
ない」24・9％，「人間性・身体的にもひ弱である」24・6％，「視野が狭い」24・4％である。
　若者に関するもので，肯定するものとして「服装への関心が強い」70・3％，「テレビの影響が
大きい」66・9％，「わがまま」53・8％，「何を馨ているかわからない」52・4％，「人に頼りすぎ
る」50・1％，否定するものとして「礼儀を知らない」36・3％，「個性がない」32・9％，「人間性・
身体的にもひ弱である」30・6％，「視野が狭い」30・O％，「自主性がない」29・5％である。
　親に関するもので肯定するものとして「視野が狭い」45・3％，「テレビの影響が大きい」43・9
％，「服装への関心が強い」39・1％，「個性がない」34・6％，「わがまま」57・7％，否定するものと
して「礼儀を知らない」53・5％，「人間性・身体的にもひ弱である」「無駄なお金の使いかたをす
る」49・O％，「けじめがない」47・9％である。
　全般的に「はい」とする肯定の割合が高く，　「いいえ」とする否定の割合が低いが，親のみは
その逆である。親は，視野が狭いが人間的にも身体的にも強く，お金にもきちんとしているとい
った特徴を有していると感じられている。親子の立場の違いが，この結果から明らかにされたも
のといえ，視野の狭さを指摘されるのは，自分の子ども中心に関心が向いていることを伺うもの
である。完成された大人の人格は，子どもを育てる中ではじめて養われるようである。それだ
け，子と共に育つという認識を強める必要がある。
　幼児から若者まで，テレビの影響が大きく，概してわがままであるとみられているが，個性的
であるとする見方もある。テレビは，画一的なメディアであるといわれるが，テレビの影響が大
きいのにも拘らず個性的であるとするならば，一体その個性はどのようにして身についたもので
あろうか。わがままであることと個性的であることとには，表裏一体の関係にある。「人に頼り
すぎる」という依存的傾向があることも否定できないし，「けじめがない」とも取られているの
で，個性的であるとするよりも，むしろわがままの部類に傾いているようである。ただ，意欲的
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であるという評価を汲みいれるならば，より個性的であろうとする努力に対する評価とそれを理
解することができる。
　また，中学生から親に至るまで，服装への関心が強い傾向にあり，礼儀をわきまえているとし
ている。服装の自由化は，礼儀の簡素化・略式化をもたらし，夫々が認め合うことができるほど
にまでに自由化が進行しているということであろうか。一見礼儀をわきまえない社会のようだ
が，身近の付き合いの範囲においてはそれなりに相手を認めることができる関係を構成している
ためか，世論とは反対の結果になっている。
　幼児や小学生は，とくに物を大切にしなくなった時代といわれており，まさに量産・消費時代
の申し子のような彼らである。物の希少価値や物の哀れさを経験することのない世代に，物の大切
さを教えることは実に難しいが，限りある資源を有効に利用する手段を伝えることは重要である。
　一般に，小学生はまだ何を考えているかわかるが，中学生になると途端に何を考えているかわ
からないと思われている。心身共に大人への脱皮の時期であり，新しい一つの人格の独立と発達
の過程であり，周囲にあっては付かず離れず見守って欲しいと願っての寡黙といえる。したがっ
て，この時期の過干渉は，子どもの独立を妨げるものであるが，伝えるべきは伝えて行く責任を
回避すべきではない。
　こうして全体を概観するならば，私達がまわりを見る目は，とかく主観的であり自己中心的性
格が強く，客観的見方とのズレが大きい。子育ての過程での期待と現実，感じるものと事実との
遊離を招く原因にもなっているので，柔軟な考えを持つゆとりが必要である。
lV　お　わ　り　に
　以上，子育ての意識と実態についてみてきたが，社会状況だけでなく子どもに関しても認識が甘
く，将来への明確な農望を持たないで，現状の流れのままに「やれない」から「仕方がない」，こ
の程度なら「十分」であるといった方向で子育てがなされているのが明らかにされたのではなかろ
うか。
　家庭でのしつけを重んじながら，また子どもの可能性を信じながら子育てをしても，一般的な子
どもの傾向を各種のマスメディアなどから知って，熟知してはいるけれども，自分の子どもになる
と，その仕方がわからないまま，口で手本を示すしかできない家庭環境に変化していることに気づ
いていないo
　一生懸命，親や大人が外で働く姿があっても，家庭生活の細々した温かな営みがなければ，子ど
もにとって親とか家庭とかが何であるかわからない。いずれ，大人になれば理解できるものであっ
ても，乳幼児からの積み重ねによって学びとり，習慣化させることが望ましい行動様式も必ずやあ
るはずである。
　男女共に外で働くことによって，家庭が疎かになりがちである。家庭も仕事も可能であるための
社会的施策が必要である。家庭は，社会の変化を直接的にも間接的にもその影響を受けながら，そ
れでもなお，家庭という枠を家族という人間関係を築いていく自然な要求の中で生活をしているの
である。この自然な欲求に応えてこそ，よりよい子育てがある。
　家庭は，実際その場で様々な営みがあってこそ，人間が生活する器として活かされるものであ
り，育ちあう基盤がまさにそこに込められているのではなかろうか。
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